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広報特別委員会

議　　長：松山　力弥

委 員 長：稲永　辰己
副委員長：田ノ上　真
委　　員：今村　桂子
委　　員：川原　幸治

「
一
生
懸
命
の
町
」

　
須
恵
町
は
昨
年
、
町
制
施
行

70
周
年
を
迎
え
た
。
歴
史
を
振

り
返
る
機
会
で
も
あ
り
、
来
し

方
に
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

　
近
代
の
波
を
迎
え
、
戦
後
も

産
炭
地
と
し
て
発
展
す
る
と
思

い
き
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
で

危
機
に
陥お

ち
いる
。
そ
こ
で
終
わ
ら

ず
、
知
恵
を
使
い
、
団
結
し
て

乗
り
切
っ
て
き
た
先
人
に
は
感

嘆
す
る
。
私
見
で
あ
る
が
、
須

恵
町
は
や
は
り
「
一
生
懸
命
の

町
」
な
の
だ
な
ぁ
、
と
い
う
思

い
だ
。

　
こ
れ
か
ら
も
そ
う
や
っ
て
未

来
に
つ
な
げ
て
い
く
の
だ
ろ
う

し
、
そ
れ
が
我
々
の
世
代
の
仕

事
で
も
あ
る
。

　
厳
し
い
時
代
の
中
、
須
恵
町

は
ち
ょ
っ
と
い
い
。
と
は
言
え
、

今
に
安
住
せ
ず
、
一
生
懸
命
の

ま
ち
づ
く
り
を
心
掛
け
た
い
。

�

田
ノ
上
　
真

カネシチ今泉醤油醸造 有限会社

ふるさと納税の返礼品を
手掛けてくださっている
町内の事業所に、スポッ
トを当てていきます。

　第３回は、ふるさと納税返礼品で、カネシチ醤油詰合せセット
が人気の「カネシチ今泉醤油醸造㈲」に、おじゃましま～す！

迎

住所：須恵町須恵 679
TEL：932-0074

こだわりのしょう油

えてくださいましたのは、５代
目の今泉和則さん。会社の来歴

から主力商品、未来構想など伺いま
した。
　創業したのは、なんと１２８年前
です！須恵川沿いにあるレンガ造り
の煙突が目印の歴史あるしょう油屋
です。

ネシチ醤油は、大きな窯で薪を
炊き、手間と時間をかけて、じ

っくりじっくり火入れをし炊き上げ
て作る、こだわりのしょう油です。
　先祖代々受け継がれたその製法で
作られるしょう油は、本当にまろや
かで甘みのあるものになっています。
商品の種類は、さしみしょう油・濃

こい

口
く ち

しょう油・淡
うす

口
く ち

しょう油の３種類
です。

後の目標は「販路を
広げるよりも、家族

で出来る範囲で、しっか
り伝統を守りながら、地
域の皆さまに喜んでもら
える、しょう油作りを続
けていきたい」とのこと
でした。 レンガ造りの煙突が目印

るさと納税返礼品として、また町内では、自社工場・Ａコー
プ須恵店内の直売所お日様広場・長沢ストアー・ミニストッ

プ須恵植木店でもお買い求めできます。薪を使って火入れしたこ
だわりのカネシチ醤油、まだ口にされていない皆さまも、ぜひ、
ご賞味してみてはいかがでしょうか？

５代目　今泉�和則
　伝統を守りながら、これか
らも地域の皆さまに喜んでも
らえる、しょう油作りに励

は げ

み
たいと揺

ゆ

るぎない信念を
聴かせてもらいました。
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松山  力弥  議長

生活を守る施 策、着々と

福
祉・医
療
の
充
実
へ

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

１
億
６
１
２
６
万
円
を
増
額
　
総
額
１
２
７
億
６
８
６
８
万
円

家
計
の
負
担
軽
減
へ

低
所
得
世
帯
支
援
給
付
金�

２
億
４
１
５
０
万
円

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
食
料
品
な
ど
の
物
価
高こ

う

騰と
う

の
負

担
軽
減
を
図
る
た
め
、
低
所
得
世
帯
に
対
し
７
万

円
を
給
付
し
ま
す
。
対
象
世
帯
や
給
付
時
期
な
ど

詳
細
が
決
ま
り
し
だ
い
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

運
転
免
許
自
主
返
納
者
が
増
加

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
助
成
金

�

１
０
０
万
円

　
須
恵
町
で
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ

た
75
歳
以
上
85
歳
以
下
の
人
を
対
象
に
、
４
万
円

相
当
の
I
C
乗
車
券
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
自
主

返
納
者
が
当
初
の
予
想
を
上
回
っ
た
た
め
、
増
額

補
正
と
な
り
ま
し
た
。

予
防
接
種
を
促
進

帯た
い

状じ
ょ
う

疱ほ
う

疹し
ん

予
防
接
種
費
用
助
成
事
業�

�

３
４
１
万
円

　
帯
状
疱
疹
は
、
水
ぼ
う
そ
う
と
同
じ
ウ
イ

ル
ス
で
起
こ
り
、
水
ぶ
く
れ
を
と
も
な
う
赤

み
や
発ほ

っ

疹し
ん

が
、
神
経
に
沿そ

っ
て
帯
状
に
現
れ

る
皮
膚
の
疾し

っ

患か
ん

で
す
。
激
し
い
痛
み
を
と
も

な
う
場
合
も
あ
り
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
50
歳
以
上
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
す
る
こ
と

で
発
症
予
防
や
重
症
化
予
防
が
期
待
で
き
る

た
め
、
そ
の
接
種
費
用
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

〈
対
象
者
〉

　�

接
種
日
に
お
い
て
、
須
恵
町
に
住
む
満
50

歳
以
上
の
人

〈
助
成
内
容
〉

　�
ワ
ク
チ
ン
に
は
、
生
ワ
ク
チ
ン
（
１
回
接

種
）
と
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
（
２
回
接
種
）

の
２
種
類
が
あ
り
、
い
ず
れ
か
の
１
種
類

に
対
し
助
成
を
し
ま
す
。
助
成
額
は
、
い

ず
れ
も
接
種
費
用
の
約
半
分
で
す
。

⃝�

生
ワ
ク
チ
ン
：
接
種
１
回
に
つ
き
5
千
円

（
助
成
は
１
回
ま
で
）

⃝�

不
活
化
ワ
ク
チ
ン
：
接
種
１
回
に
つ
き
１

万
円
（
助
成
は
２
回
ま
で
）

原
材
料
費
の
高
騰
な
ど

第
三
幼
児
園
（
仮
称
）
工
事
請
負
費

�

１
６
９
２
万
円

　
原
材
料
費
・
燃
料
費
の
高
騰
の
影
響
や
、

近
隣
住
民
へ
の
対
策
で
追
加
の
工
事
が
必
要

と
な
り
、
増
額
補
正
と
な
り
ま
し
た
。

　
追
加
工
事
の
内
容
は
、
目
隠
し
ネ
ッ
ト
の

設
置
、
隣
地
に
漏ろ

う

出し
ゅ
つす

る
雨
水
対
策
の
側
溝

の
敷ふ

設せ
つ

な
ど
で
す
。

７
月
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧

●�

佐
谷
峯み

ね

畑は
た

地
区
農
道
災
害

復
旧
工
事
請
負
費�

３
０
０
万
円

●�

佐
谷
建
正
寺
法の

り

面め
ん

災
害
復
旧
工
事
請
負
費

�

４
０
０
万
円

　
令
和
５
年
７
月
10
日
の
豪ご

う

雨う

に
よ
り
発
生

し
た
法
面
崩ほ

う

壊か
い

な
ど
の
復
旧
工
事
が
行
わ
れ

ま
す
。

全員賛成可決

令和５年第４回定例会は、12月１日から８日までの８日間で行われました。
審議の結果、提案された議案19件を原案のとおり可決しました。

　議
長
を
除
く
、
議
員
全
員
で
構
成
さ
れ
る
「
予
算
審
査
特
別
委
員
会
」
に
お
い
て
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

法面が崩壊した農道（佐谷峯畑地区）

詳細はこちら
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議
会
あ
れ
こ
れ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

研
修
レ
ポ
ー
ト

対
談（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

追

　跡

一
般
質
問

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会

生活を守る施 策、着々と12月
定例会

令和５年第４回定例会は、12月１日から８日までの８日間で行われました。
審議の結果、提案された議案19件を原案のとおり可決しました。

一
部
抜ば

っ

粋す

い

予
算
審
査
特
別
委
員
会
の
質
疑
か
ら

レ
ス
パ
イ
ト（
休
息
）事
業
の

内
容
は
？

医
療
的
ケ
ア
児
在
宅
レ
ス
パ
イ
ト

事
業
県
補
助
金�

３６
万
円

こ
の
事
業
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

福
祉
課
長

１８
歳
未
満
の
在
宅
医
療
的
ケ
ア
児
お

よ
び
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
家
族
の
負
担
軽

減
の
た
め
、
在
宅
で
の
訪
問
看
護
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
も
の
。

ベ
ン
チ
の
設
置
場
所
は
？

皿
山
公
園
ベ
ン
チ
設
置
工
事
請
負
費

�

１
３
０
万
円

皿
山
公
園
の
ど
こ
に
ベ
ン
チ
を
設
置

す
る
の
か
。

地
域
振
興
課
長

皿
山
公
園
に
は
、
座
っ
て
食
事
を
す

る
場
所
が
な
い
た
め
、
福
岡
大
分
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
あ
わ
せ
、
ベ

ン
チ
を
５
基
設
置
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

場
所
に
つ
い
て
は
検
討
中
で
あ
る
。

学
級
の
増
加
数
は
？

第
一
小
・
第
三
小
消
耗
品
費
（
合
計
）

�

２
１
４
万
円

各
学
校
ど
の
く
ら
い
学
級
が
増
え
る

の
か
。

学
校
教
育
課
長

第
一
小
学
校
が
２
ク
ラ
ス
、
第
三
小

学
校
が
１
ク
ラ
ス
増
え
る
予
定
。

第
一
小
学
校
と
第
三
小
学
校
の
金
額

の
違
い
は
。

学
校
教
育
課
長

不
足
分
の
み
を
計
上
し
て
い
る
。

Q

Q

A

A

QQ AA

議
員
の
解
説

　
医
療
的
ケ
ア
児
と
は
、
痰た

ん

の
吸
引
な
ど

の
医
療
的
ケ
ア
が
日
常
的
に
必
要
な
児
童

の
こ
と
で
す
。
在
宅
の
医
療
的
ケ
ア
児
は
、

家
族
が
看
護
や
介
護
を
行
う
た
め
、
負
担

が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
で
は
、
そ
の
家

族
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
訪
問
看
護

を
利
用
し
一
時
的
に
家
族
が
休
息
で
き
る

よ
う
費
用
の
一
部
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

議
員
の
解
説

　
福
岡
大
分
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
と
は
、
福
岡
・
大
分
の
地
方
自

治
体
お
よ
び
観
光
事
業
者
な
ど
が
、
J
R

グ
ル
ー
プ
と
連
携
し
全
国
か
ら
の
誘
客
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
国
内
最
大
規
模

の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

　
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
皿
山
公
園
で
の
観

光
推
進
事
業
が
実
施
さ
れ
、
ベ
ン
チ
の
設

置
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
園
内
マ
ッ
プ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
作
成
な
ど
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

※�すべてのページにおいて、金額は１万円未満を切り捨てています。
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議
会
あ
れ
こ
れ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

研
修
レ
ポ
ー
ト

対
談（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

追

　跡

一
般
質
問

12
月
定
例
会

12
月
定
例
会



その他の

議 案
12 月 定 例 会

　
補
正
予
算
　

　
一
般
会
計
（
第
６
号
）

　
４
４
４
７
万
円
を
追
加

　
総
額
１
２
８
億
１
３
１
５
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
特
別
会
計

◆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
２
８
３
８
万
円
を
追
加

　
総
額
30
億
１
７
３
８
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
9８
万
円
を
追
加

　
総
額
４
億
２
４
９
８
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
４
万
円
を
減
額

　
総
額
１１
億
８
０
９
５
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◆
水
道
事
業
会
計

　
収
益
的
支
出
　
１
３
９
万
円
を
減
額

　
総
額
５
億
７
９
９
８
万
円

　
資
本
的
支
出
　
９
０
０
万
円
を
追
加

　
総
額
３
億
３
７
７
万
円

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　
条
例
改
正
　

　�

督と
く

促そ
く

手
数
料
廃
止
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　�

　
地
方
税
共
通
納
税
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
電
子
納
付
の
導
入
に
よ
り
、
督
促
状
発

行
後
に
当
初
の
納
付
書
で
支
払
っ
た
場
合

と
、
督
促
手
数
料
１
０
０
円
が
付
さ
れ
た

督
促
状
で
支
払
っ
た
場
合
と
で
差
が
発
生

し
、
公
平
性
が
保
て
な
い
た
め
、
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
督
促
手
数
料
を
廃
止
し

ま
す
。

【
廃
止
さ
れ
る
項
目
】

　�

町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
道
路
占
用
料
、
水
道
料
金

　
須
恵
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改
正

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　�

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
使
う
代
わ
り

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
者
証
明
用

電
子
証
明
書
を
使
っ
て
、
コ
ン
ビ
ニ
の
多

機
能
端
末
機
で
印い

ん

鑑か
ん

登
録
証
明
書
や
住
民

票
な
ど
の
交
付
が
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
る
こ
と
に
と
も
な
う
改
正
で

す
。

　
須
恵
町
課
設
置
条
例
等
の
一
部
改
正

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　�

　
令
和
６
年
４
月
か
ら
、
機
構
改
革
に
よ

り
２
つ
の
課
を
新
設
し
ま
す
。

◦
こ
ど
も
家
庭
課

　�

　
妊
産
婦
や
乳
幼
児
の
相
談
を
受
け
る
子

育
て
世
代
包ほ

う

括か
つ

支
援
セ
ン
タ
ー
（
母
子
保

健
）
と
、
虐ぎ

ゃ
く

待た
い

や
支
援
を
必
要
と
す
る
子

育
て
家
庭
の
相
談
を
受
け
る
子
ど
も
家
庭

総
合
支
援
拠
点
（
児
童
福
祉
）
が
一
体
と

な
り
ま
す
。

　�

　
ま
た
、
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら
設
置

が
努
力
義
務
化
さ
れ
る
「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
の
機
能
も
持
た
せ
、
切
れ
目
の

な
い
相
談
支
援
を
行
い
ま
す
。

◦
公
園
緑
地
課

　�

　
地
域
の
憩い

こ

い
の
場
を
よ
り
良
い
も
の
に

す
る
た
め
、
現
在
、
各
課
が
そ
れ
ぞ
れ
管

理
し
て
い
る
町
内
の
公
園
や
緑
地
を
、
一

元
的
に
ま
と
め
整
備
・
維
持
管
理
し
ま
す
。

　�

須
恵
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

　
一
部
改
正�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

　�

　
加
入
世
帯
で
出
産
予
定
の
被
保
険
者
が

い
る
場
合
、
産
前
産
後
の
期
間
の
保
険
税

が
減
額
さ
れ
ま
す
。

　�

　
減
額
の
対
象
と
な
る
期
間
は
、
出
産
予

定
月
の
前
月
か
ら
出
産
予
定
月
の
翌
々
月

ま
で
の
４
カ
月
間
（
多た

胎た
い

妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
予
定
月
の
３
カ
月
前
か
ら
出
産
予
定

月
の
翌
々
月
ま
で
の
６
カ
月
間
）
で
、
令

和
６
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
契
　
約
　

　
工
事
請
負
契
約
の
変
更

�

（
全
員
賛
成
で
可
決
）

◦
第
三
幼
児
園
（
仮
称
）
改
築
工
事

　�

　
原
材
料
費
な
ど
の
高
騰
や
近
隣
住
民
へ

の
対
策
の
た
め
、
請
負
額
を
増
額
し
ま
す
。

　�

１
６
９
２
万
９
千
円
を
増
額
し
、
変
更
後

１0
億
３
４
４
２
万
９
千
円
で
す
。

人
事
案
件
の
審
議
結
果

安や
す

河こ

内う
ち

　隆ゆ
た
か

氏
（
乙
植
木
区
・
67
歳
）

欠
員
が
生
じ
た
こ
と
に
と
も
な
い

新
た
に
任
命

任
期
　�

令
和
５
年
12
月
８
日
か
ら�

令
和
８
年
７
月
19
日
ま
で

須
恵
町
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

全員賛成

同意

議
員
か
ら
ひ
と
こ
と

　
こ
ど
も
家
庭
課
の
新
設
に
よ
り
、

妊
娠
～
出
産
～
子
育
て
と
、
切
れ
目

の
な
い
相
談
が
で
き
て
安
心
で
す
ね
。

　
子
ど
も
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
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そ の 他 の 採 決 結 果
須恵町印鑑条例の一部改正
（法改正により、印鑑登録証明書のコンビニ交付において、マイナンバーカードの代わりにスマートフォンだけで
取得できるサービスが開始されることにともなう改正と条文の用語の整理。）

全員賛成で可決

須恵町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部改正
（人事院勧告に基づく法改正にともない、一般職の任期付職員のうち「特定任期付職員」の期末手当の支給率を引
き上げる。）

全員賛成で可決

須恵町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正
（人事院勧告に基づく法改正にともない、町議会議員の期末手当について、年間0.1月分引き上げる。）

全員賛成で可決

須恵町特別職の職員の給与に関する条例の一部改正
（人事院勧告に基づく法改正にともない、特別職〈町長・副町長・教育長〉の期末手当について、年間0.1月分引き
上げる。）

全員賛成で可決

一般職の職員の給与に関する条例の一部改正
（人事院勧告に基づく法改正にともない、職員の期末手当および勤勉手当について、年間0.05月分ずつ引き上げ
る。また、定年前再任用短時間勤務職員については、年間0.025月分ずつ引き上げる。）

全員賛成で可決

須恵町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部改正
（地方自治法の一部改正により、会計年度任用職員へ勤勉手当を支給することが可能となったことにともない、フ
ルタイムおよびパートタイム会計年度任用職員の勤勉手当に関する規定を追加。）

全員賛成で可決

須恵町職員の育児休業等に関する条例の一部改正
（地方自治法の一部改正により、会計年度任用職員へ勤勉手当を支給することが可能となったことにともない、育
児休業中のフルタイムおよびパートタイム会計年度任用職員の勤勉手当に関する規定を追加。）

全員賛成で可決

第５回　臨時会 令和５年10月６日

　須恵町教育委員会委員定数条例の一部改正　　
�
　教育委員会の一層の活性化を図るため、幅広い分
野から委員を任用し、多様な民意を反映させること
を目的として改正されました。
　委員の定数４人に変更はありませんが、「ただし、
町長が必要と認めたときは、４人を超えることがで
きるものとする」という文

もん

言
ごん

が追加されています。

　工事請負契約の変更
�
◦須恵第一小学校長寿命化改良工事
　�追加工事が必要なため、請負額を増額します。�
１１８８万円を増額し、変更後２億７５１１万円
です。

人事案件の審議結果

大
おお

西
にし

　喜
よし

仁
ひと

氏（甲植木区・44歳）
教育行政に関し、多様な民意を幅広く反映さ
せるため任命
任期　令和５年11月１日～令和８年10月31日

須恵町教育委員会委員の任命
全員賛成

同意

第４回　臨時会 令和５年９月28日

　令和５年度一般会計補正予算（第４号）
　１６８８万円を追加
� 総額　１２６億７４２万円

◦第一小学校長寿命化改良工事請負費
� １１８８万円
　新たに工事が必要な部分が見つかり、
追加工事が行われます。

全員賛成可決

全員賛成可決

全員賛成可決
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今村�桂子　議員

田ノ上�真　議員

白水�春夫　議員

川口�満浩　議員

男澤�一夫　議員

百田�輝子　議員

◦体育・部活等の熱中症対策は
◦幼児園・保育園の待機児童対策は

◦HPVワクチン接種は
◦学校体育館にエアコン設置を

◦若い世代が住みたくなる須恵町に
◦一人暮らしの高齢者のために

◦利便性の高い公式ラインを

◦学童保育の現状と今後の取組みは

◦住民の災害情報伝達の充実を

※�質問した議員自身の責任でまとめた原稿を、そのまま
掲載しています。

【今まで】
・一括質問一括答弁（全ての質問・答弁を一括で行う。）
・質問は３回まで可能
・持ち時間は、答弁を含めて１時間

【令和５年１２月定例会から】
・一問一答（質問と答弁を繰り返す。）
・質問は何度でも可能
・持ち時間は、答弁を含めて１時間

ここが聞きたい！

P7

P8

P9

P10

P11

P12

6人の議員が登壇

一般質問

議員が町長などの執行機関に対し、町の行財政全般について疑
問点をただし、報告や説明を求めることです。
※本会議の様子は、映像配信や会議録でご覧いただけます。

議論の活性化と町民の皆さんに分かりやすい
議会運営をするため、令和５年12月定例会か
ら、一問一答方式に変更しました。

質問方式を変更

一般質問とは

映像配信 会議録
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今
村
　
今
夏
は
、
最
高
気
温
を
更

新
し
続
け
、
熱
中
症
に
よ
る
救
急

搬
送
・
死
亡
者
も
増
加
し
ま
し
た
。

今
後
も
温
暖
化
に
よ
り
気
温
上
昇

が
加
速
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

体
育
・
部
活
動
の
実
施
状
況
や
規

定
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
長
　
学
校
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
作
成
の
手
引
き
を
基
準
に
活

動
の
5
分
前
ま
で
に
、
運
動
場
等

複
数
個
所
で
気
温
を
測
定
、
暑
さ

指
数
3１
超
で
運
動
場
の
体
育
や
外

遊
び
を
中
止
、
教
室
内
や
多
目
的

室
で
の
授
業
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

１5
分
ご
と
に
休
憩
時
間
を
設
定
し
、

水
分
補
給
を
指
示
、
体
育
館
は
、

ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
や
大
型
扇
風

機
等
を
稼か

働ど
う

さ
せ
て
い
ま
す
。

今
村
　
体
育
館
に
、
エ
ア
コ
ン
設

置
の
予
定
は
あ
り
ま
す
か
。

町
長
　
１
カ
所
の
体
育
館
が
試
算

で
7
億
円
で
す
。
３

分
の
１
が
補
助
金
で

残
り
は
借
金
で
す
。

5
校
一
遍
で
は
財
政

的
に
厳き

び

し
い
の
で
、

し
っ
か
り
検
討
し
、

1
日
も
早
く
設
置
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

今
村
　
須
恵
み
な
み
幼
児
園
が
、

４
月
の
開
園
に
向
け
建
設
中
で
す
。

10
月
か
ら
は
保
育
園
と
し
て
の
機

能
も
開
始
さ
れ
ま
す
が
、
現
在
の

待
機
児
童
は
何
名
で
す
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
未
入
所
児
童

は
国
定
義
の
１
歳
児
１１
名
、
２
歳

児
１
名
の
計
１2
名
を
除
き
、
０
歳

児
４
名
、
１
歳
児
35
名
、
２
歳
児

１6
名
、
３
歳
児
１
名
、
４
歳
児
６

名
、
５
歳
児
８
名
の
計
70
名
で
す
。

今
村
　
須
恵
み
な
み
幼
児
園
の
受

入
れ
人
数
・
保
育
士
の
確
保
は
、

ど
う
な
り
ま
す
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
幼
稚
園
部
門

は
、
３
歳
児
、
４
歳
児
、
５
歳
児

が
各
20
名
。
保
育
園
部
門
は
、
０

歳
児
６
名
、
１
歳
児
１８
名
、
２
歳

児
24
名
、
３
歳
児
、
４
歳
児
、
５

歳
児
が
各
40
名
で
、
受
入
れ
人
数

は
、
１
０
４
名
の
増
加
で
す
。

保
育
士
の
確
保
は
、
受
託
業
者
に

20
名
を
確
保
し
て
い
た
だ
き
、
正

職
派
遣
で
40
名
程
の
予
定
で
す
。

今
村
　
今
後
の
展
望
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
将
来
的
に
待
機
が
増
加
す

れ
ば
、
０
歳
～
２
歳
に
特
化
し
た

定
員
６
～
１9
名
の
小
規
模
保
育
所

の
検
討
も
し
て
い
き
ま
す
。

1一/般/質/問
体
育・部
活
等
の
熱
中
症
対
策
は

今
い ま

村
む ら

 桂
け い

子
こ

  議員

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

教
育

幼
児
園
・
保
育
園
の
待
機
児
童
対
策
は

小
規
模
保
育
所
の
検
討
も

子
育
て

映像配信
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2町 政 を 問 う !
答弁中の平松町長

田
ノ
上
　
令
和
４
年
度
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ

ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
勧
奨
が
再
開

さ
れ
ま
し
た
。
同
時
に
、
３
年
間

の
期
間
限
定
で
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ

接
種
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

健
康
増
進
課
長
　
子
宮
頸け

い

が
ん
は
、

若
い
女
性
に
多
い
が
ん
で
、
日
本

で
は
、
毎
年
約
１
万
１
千
人
が
か

か
り
、
約
２
９
０
０
人
が
亡
く
な

り
ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ

Ｖ
）
感
染
に
よ
る
と
さ
れ
、
ワ
ク

チ
ン
導
入
に
よ
り
予
防
効
果
が
示

さ
れ
て
い
ま
す
。

田
ノ
上
　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

健
康
増
進
課
長
　
令
和
５
年
度
対

象
者
は
、
平
成
９
年
度
か
ら
１８
年

度
生
ま
れ
の
未
接
種
の
方
で
す
。

田
ノ
上
　
時
間
が
残

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
、
ど
の
よ
う
に

訴
え
て
い
く
か
伺
い

ま
す
。

町
長
　
一
人
で
も
多

く
の
人
が
接
種
で
き

る
よ
う
、
き
ち
ん
と

普
及
啓
発
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

田
た

ノ
の

上
う え

 真
まこと

  議員

き
ち
ん
と
普
及
啓
発

健
康

田
ノ
上
　
学
校
体
育
館
に
お
け
る

エ
ア
コ
ン
設
置
の
必
要
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長
　
こ
こ
数
年
の
災
害
の
規
模

を
見
て
い
る
と
、
体
育
館
を
使
っ

た
避
難
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
、
体

育
館
に
エ
ア
コ
ン
は
必
需
品
で
す
。

近
い
う
ち
に
１
カ
所
か
２
カ
所
、

田
ノ
上
　
男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
関
す
る
認
識
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

健
康
増
進
課
長
　
男
性
の
健
康
は

も
と
よ
り
、
女
性
に
も
感
染
な
ど

を
防
ぐ
効
果
が
あ
る
認
識
で
す
。

そ
の
向
こ
う
に
財
政
面
も
見
な
が

ら
、
５
校
と
も
や
り
た
い
、
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
つ
や
る
か
と
い
う
の

は
、
今
後
議
会
に
報
告
し
ま
す
。

田
ノ
上
　
男
性
も
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
を
接
種
す
る
こ
と
で
多
く
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
が
、
助
成
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

町
長
　
ま
ず
は
糟
屋
地
区
１
市
７

町
の
議
題
と
し
て
あ
げ
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

学
校
体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

近
い
う
ち
に
１
、
２
カ
所

防
災

映像配信
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白
水
　
若
い
世
代
が
住
み
た
く
な

る
須
恵
町
に
つ
い
て
、
須
恵
町
に

住
ん
で
子
育
て
し
た
い
町
独
自
の

支
援
策
は
あ
り
ま
す
か
。

総
務
課
長
　
若
い
世
代
を
対
象
と

し
た
移
住
促
進
に
類
す
る
よ
う
な

事
業
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
子
育
て

支
援
の
事
業
は
一
貫
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

白
水
　
若
い
世
代
に
選
ば
れ
る
町

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い
町
と

し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長
　
子
ど
も
の
人
口
は
増

加
傾
向
で
、
子
ど
も
を
支
援
す
る

政
策
、
事
業
が
評
価
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。
今
後
も
、
広
い
視

野
を
持
っ
た
政
策
、
事
業
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

白
水
　
結
婚
新
生
活

事
業
の
事
業
内
容
を

盛
り
込
ん
だ
サ
ー
ビ

ス
を
つ
く
る
案
は
考

え
て
い
ま
す
か
。

町
長
　
日
頃
か
ら
若

い
人
た
ち
が
の
び
の

び
と
活
躍
で
き
る
土

壌
を
作
っ
て
お
き
た

い
で
す
。
そ
れ
を
考

え
る
と
結
婚
相
談
な

ど
は
単
発
で
終
わ
り
ま
す
。
当
町

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
祭
り
が
あ
り

ま
す
。
そ
こ
に
若
い
人
を
引
き
込

ん
で
い
く
方
が
、
こ
の
町
の
本
当

の
良
さ
が
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
と

思
い
ま
す
。

若
い
世
代
が
住
み
た
く
な
る
須
恵
町
に

白
し ろ

水
う ず

 春
は る

夫
お

  議員

広
い
視
野
で
政
策
・
事
業
を
展
開

ま
ち
づ
く
り

白
水
　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
各

行
政
区
に
お
け
る
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
の
把
握
は
、
ど
の
よ
う
に

し
て
行
っ
て
い
ま
す
か
。

福
祉
課
長
　
住
民
基
本
台
帳
か
ら

民
生
委
員
に
各
家
庭
を
訪
問
し
て

も
ら
い
状
況
確
認
し
て
い
ま
す
。

白
水
　
孤
独
死
を
防
止
す
る
た
め

の
新
た
な
見
守
り
の
取
り
組
み
や

強
化
を
伺
い
ま
す
。

福
祉
課
長
　
見
守
り
が
必
要
な
高

齢
者
を
少
な
く
す
る
、
い
つ
ま
で

も
元
気
に
暮
ら
せ
る
た
め
の
施
策

に
重
点
を
置
い
て
い
ま
す
。

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
た
め
に

元
気
に
暮
ら
せ
る
た
め
の
施
策
に
重
点

福
祉

映像配信
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4町 政 を 問 う !
答弁中の平松町長

川
口
　
須
恵
町
公
式
ラ
イ
ン
は
、

多
岐
に
渡
り
情
報
を
発
信
し
、
町

民
に
と
っ
て
大
変
利
便
性
が
高
い

ツ
ー
ル
と
考
え
ま
す
。
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
で
、
住
民
へ
の
情

報
発
信
を
強
化
、
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ラ
イ
ン
の
友
だ
ち
に
登
録
す
る
メ

リ
ッ
ト
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
防
災
、
イ
ベ

ン
ト
、
ご
み
出
し
な
ど
の
通
知
機

能
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
募
集
の
機
能
、

確
定
申
告
な
ど
の
簡
昜
的
な
予
約

機
能
、
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
に
よ
る

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
誘
導
機
能
が

御
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

川
口
　
ラ
イ
ン
の
友
だ
ち
登
録
者

の
こ
の
一
年
間
の
人
数
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
一
年
間
の
登

録
者
数
は
９
５
９
人
で
す
。

川
口
　
ラ
イ
ン
の
友

だ
ち
の
人
数
を
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て

い
ま
す
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長

登
録
者
数
は
令
和
３

年
７
月
開
始
か
ら
順

調
に
伸
び
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

川
口
　
ラ
イ
ン
の
友
だ
ち
登
録
数

を
増
や
す
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
各
行
政
区
お

よ
び
公
共
施
設
の
掲
示
板
、
窓
口

封
筒
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
記
載
、
転

入
者
、
確
定
申
告
者
に
チ
ラ
シ
の

配
布
「
広
報
す
え
」
の
最
終
ペ
ー

ジ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
友
だ
ち

募
集
な
ど
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。

川
口
　
ラ
イ
ン
の
友
だ
ち
登
録
数

を
増
や
す
た
め
、
商
品
券
を
配
布

す
る
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
打

ち
出
さ
れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
情
報
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
が
最
優
先
と
考
え
て

お
り
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
今
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

川
口
　
公
式
ラ
イ
ン
へ
の
登
録
の

意
義
、
ま
た
町
民
へ
の
情
報
発
信

の
ツ
ー
ル
に
対
す
る
考
え
を
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
　
ラ
イ
ン
は
年

齢
を
問
わ
ず
デ
ジ
タ
ル
情
報
を
発

信
す
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。
ま
た
利
用
方
法
を
理

解
さ
れ
て
い
る
事
も
大
き
な
利
点

で
す
。
情
報
発
信
ツ
ー
ル
は
、
町

民
皆
様
へ
の
迅
速
か
つ
効
果
的
に

情
報
を
伝
え
る
た
め
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
従
来
の

情
報
発
信
ツ
ー
ル
と
併
せ
、
住
民

の
皆
様
へ
い
ち
早
く
確
実
に
情
報

発
信
を
行
う
環
境
整
備
を
、
今
後

も
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

利
便
性
の
高
い
公
式
ラ
イ
ン
を

川
か わ

口
ぐ ち

 満
み つ

浩
ひ ろ

  議員

情
報
発
信
の
環
境
整
備
を

情
報

映像配信

10須恵町議会だより№231　令和６年 １月31日発行

議
会
あ
れ
こ
れ

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

研
修
レ
ポ
ー
ト

対
談（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

追

　跡

一
般
質
問

12
月
定
例
会

一
般
質
問

5 一/般/質/問 町 政 を 問 う !

男
澤
　
須
恵
町
に
お
い
て
は
人
口

増
加
中
で
、
学
童
保
育
の
需
要
は

増
え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
現
在
利
用
さ
れ
て
い
る
保

護
者
か
ら
、
施
設
が
少
し
手て

狭ぜ
ま

と

の
相
談
を
受
け
ま
し
た
。
各
学
童

保
育
施
設
の
定
員
数
と
現
在
の
利

用
者
数
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
長
　
１１
月
１
日
時

点
で
第
一
学
童
が
定
員
数
１
３
０

名
利
用
者
95
名
、
第
二
学
童
が
定

員
数
１
２
７
名
利
用
者
96
名
、
第

三
学
童
が
定
員
数
８0
名
利
用
者
5８

名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
澤
　
来
年
度
以
降
の
利
用
者
見

込
み
数
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
課
長
　
来
年
度
の
新

規
受
付
は
２
月
１
日
以
降
に
な
り

ま
す
の
で
、
新
規
の
数
は
分
か
り

ま
せ
ん
。
見
込
み
が
立
っ
て
い
る

の
は
継
続
部
分
で
、
第
一
学
童
が

7８
名
、
第
二
学
童
が

８7
名
、
第
三
学
童
が

44
名
の
予
定
で
す
。

男
澤
　
今
後
、
現
状

施
設
の
対
応
が
厳
し

く
な
っ
た
時
、
民
間

の
力
を
借
り
る
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

子
育
て
支
援
課
長

本
町
で
は
、
公
設
民

営
で
学
童
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
ま
さ
に
民
間
の
力
を
借
り

て
い
る
状
況
で
す
。

男
澤
　
自
治
体
に
よ
っ
て
は
学
童

保
育
施
設
が
足
り
ず
、
放
課
後
の

学
校
施
設
を
有
効
活
用
し
て
い
る

自
治
体
も
あ
り
ま
す
。

　
須
恵
町
は
検
討
す
る
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。

子
育
て
支
援
課
長
　
須
恵
町
に
は

空
き
教
室
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
施
設
を
利
用
す
る
こ
と
は
、

極き
わ

め
て
困
難
で
す
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
、

難
し
い
の
が
現
状
で
す
。

男
澤
　
第
二
小
学
校
に
建
設
予
定

の
６
教
室
を
学
童
保
育
に
も
活
用

で
き
る
よ
う
に
、
設
計
の
見
直
し

を
考
え
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

学
校
教
育
課
長
　
設
計
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

男
澤
　
学
童
保
育
の
今
後
の
在
り

方
を
町
長
に
伺
い
ま
す
。

町
長
　
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
受
入

れ
体
制
、
先
生
の
確
保
を
考
え
た

と
き
民
営
化
が
正
し
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
、
須
恵
町
は
し
ば
ら
く
住

宅
の
造
成
が
進
む
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
将
来
的
に
足
り
な
く
な
る

前
に
学
童
保
育
を
運
営
し
て
い
る

法
人
に
お
願
い
し
て
場
所
を
考
え

て
も
ら
う
な
ど
、
町
が
あ
る
程
度

協
力
す
る
こ
と
で
、
臨
機
応
変
に
、

担
当
課
に
対
応
さ
せ
ま
す
。

学
童
保
育
の
現
状
と
今
後
の
取
組
み
は

男
お

澤
ざ わ

 一
か ず

夫
お

  議員

臨
機
応
変
に
対
応

子
育
て

第三学童保育所

映像配信
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6一/般/質/問

うかがいます
答弁中の平松町長

百
田
　
要
配
慮
者
の
数
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

総
務
課
長
　
約
９
４
５
１
人
で
す
。

百
田
　
全
町
民
を
対
象
に
、
災
害

時
の
不
安
や
要
望
な
ど
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
と
っ
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長
　
ア
ン
ケ
ー
ト
等
は
実

施
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

百
田
　
防
災
行
政
無
線
は
須
恵
町

全
域
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長
　
令
和
元
年
度
に
再
整

備
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
し
ま
し
た
。

町
内
全
域
に
伝
達
で
き
る
仕
様
に

し
て
お
り
、
放
送
さ
れ
な
い
と
い

う
不
備
が
な
い
よ
う
に
、
常
時
定

期
点
検
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

百
田
　
防
災
行
政
無
線
が
、
聞
こ

え
な
い
と
い
う
苦
情

は
あ
り
ま
し
た
か
。

総
務
課
長
　
大
雨
や

台
風
な
ど
の
と
き
に

放
送
が
聞
こ
え
な
い

と
い
う
苦
情
は
あ
り

ま
し
た
。

百
田
　
災
害
時
の
通

信
障
害
に
陥お

ち
い

っ
た
と

き
の
対
策
は
大
丈
夫

で
す
か
。

総
務
課
長
　
役
場
庁
舎
は
非
常
用

電
源
装
置
を
設
置
し
て
お
り
、
防

災
行
政
無
線
は
、
無
線
放
送
で
す

の
で
、
通
信
障
害
等
の
影
響
は
な

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
役
場
庁
舎

が
地
震
等
に
よ
り
被
災
し
、
庁
舎

の
防
災
行
政
無
線
が
利
用
で
き
な

い
場
合
は
、
ア
ザ
レ
ア
ホ
ー
ル
に

設
置
し
て
い
る
移
動
式
の
防
災
行

政
無
線
で
対
応
が
出
来
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
　

百
田
　
防
災
ラ
ジ
オ
設
置
の
検
討

は
し
て
い
ま
す
か
。

総
務
課
長
　
令
和
元
年
度
の
防
災

行
政
無
線
の
再
整
備
の
と
き
に
、

個
別
受
信
機
等
を
含
め
た
シ
ス
テ

ム
を
検
討
し
、
現
在
避
難
所
の
公

民
館
等
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

百
田
　
現
在
の
災
害
情
報
伝
達
手

段
に
関
し
て
、
町
長
の
お
考
え
を

お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長
　
要
援
護
者
の
方
に
つ
い
て

は
、
自
主
防
災
組
織
の
ほ
う
が
動

く
と
い
う
こ
と
が
一
番
有
効
で
す
。

こ
の
自
主
防
災
組
織
が
機
能
す
る

よ
う
に
、
再
度
見
直
し
を
行
い
ま

す
。

住
民
の
災
害
情
報
伝
達
の
充
実
を

百
も も

田
た

 輝
て る

子
こ

  議員

自
主
防
災
組
織
の
充
実
で
対
応

防
災

他町で利用している防災ラジオ
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無責任に野良猫にエサやりを行なって
いる人への対策はどうなっていますか。

また、近隣住民とのトラブルにならないように
猫と人との共生を目指して解決する、地域猫活
動に取り組んでいる人たちの活動全般について
伺います。

エサを与える人が特定できれば、職員
が出向きエサを与えないようお願いし

ています。それでも変化がなければ、粕屋保健
福祉事務所と合同で指導を行います。
　現在、地域猫活動をされているのは７団体で、
一定のルールに基づくエサやり、トイレの管理、
不妊去勢手術などを行なっていただいています。
今後、新たな支援策を模索したいと考えていま
す。

先生の負担を減らすため、休日の部活
動については、地域の指導者へと移行

するよう文部科学省から通達されています。須
恵町では、早くから外部指導者による指導が行
われていますが、地域移行は進んでいますか。
現状や課題、今後の計画についてお尋ねします。

部活動の地域移行に関する検討委員会
設置要綱を制定しています。その検討

委員会の中で、関係する生徒や保護者に広くア
ンケート調査を行い、意見を拾い上げ、理解を
得て進めていきたいと考えています。
　課題としては、受け皿となる関係団体の理解
と指導人員の確保、指導者と学校との連携、指
導者の勤務時間や報酬などの管理があると考え
ています。

令和５年５月に地域猫活動支援補助金交付
要綱を制定し、地域猫活動をされている団

体への支援を行なっています。

【補助金の内容】
　●不妊去勢手術にかかる諸経費
　　地域猫１頭につき、５００円
　　※手術費用は、全額町が負担しています。
　●地域猫活動経費
　　１団体あたり、年額５，０００円（上限）

検討委員会において、課題の洗い出し、令
和７年度までに移行可能な部活動・内容な

どを協議しています。また、アンケート調査を実施
し、委員会において情報共有を行いました。

問い合わせ先　地域振興課（ダイヤルイン）
☎９３２ -１４３８

過去の一般質問の内容に対し、どのような対応がなされたか、また、どのよう
に町政に反映されているのか追跡しました。

交付要綱は
こちら

追 跡 執行部の答弁は実行されているのか？

一般質問のその後

質問

質問

答弁

答弁

そ
の
後

そ
の
後

飼い主のいない猫との共生は
（令和4年12月議会）

部活動の地域移行は
（令和4年12月議会）

現状

現状
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令和５年11月15日対談

〈職員〉
相談を受けて支援の内容を決定し
ていくには、相手との信頼関係を
築く必要があり、すぐには解決で
きないケースもあります。
対応が難しい案件もあり、職員の
心理的負担も心配しています。

ひとりで抱え込まずに相談を
須恵町地域包括支援センターの皆さまには、日頃から身
近な相談窓口として、高齢者福祉の中

ちゅうすう

枢を担
にな

っていただ
き感謝いたします。
高齢化が進み、認知症や介護など、さまざまな悩みが出
てきます。町民の皆さまが、気軽に相談できるよう、よ
ろしくお願いいたします。

議会×須恵町地域包
ほ う

括
か つ

支援センター  座談会

をやりくりしながら工夫して対応しています。
〈職員〉
権利擁護事業では、高齢者が安心して尊厳のある生活を送
れるよう、専門的・継続的な視点から、高齢者の権利擁護
のために必要な支援を行います。例えば、高齢者虐待の防
止・対応や消費者被害の防止・対応、判断能力を欠く状況
にある人への支援などを行っています。
〈職員〉
包括的・継続的ケアマネジメント支援事業では、高齢者の
状況や変化に応じた包括的・継続的なケアマネジメントを
実践できるよう、地域の基盤を整え、ケアマネージャーへ
のサポートを行っています。
介護予防ケアマネジメントでは、要支援認定者・事業対象
者の介護予防ケアプランの作成を行っています。
〈職員〉
在宅医療介護連携推進事業では、切れ目のない在宅医療と
介護提供体制構築のため、関係機関の連携を推進します。
〈職員〉
認知症総合支援事業では、認知症になっても、地域で安心
して暮らせる地域の構築を推進します。
地域ケア会議推進事業では、事例を通し医療や介護サービ
スなどの総合的な調整を行い、ケアマネジメント力を高め
るとともに、地域課題や必要な社会資源の把握を行います。

今村 桂子 議員

松山 力弥 議長

川原 幸治 議員

稲永 辰己 議員

田ノ上 真 議員

課題は？
活動するにあたり、課題はありますか

利用者・家族・近隣住民など、それぞれに考えがあ
り、その思いを感じながら支援を行っています。そ
のためすぐに解決しない相談もありますが、解決に
つながった時はホッとします。今後もお互いの思い
や尊

そん

厳
げん

を大切にし、支援をしていきたいです。

定期的に訪問すると、「また来てね。元気が出た
よ」と言われ、すごく嬉しくて、逆に元気をもら
って帰ってきます。大変な仕事ですが、楽しい事
や嬉しい事もあり、やりがいを感じています。だ
から、この仕事を続けられているのだと思います。

自転車で訪問しています

社会福祉士　齋
さい

藤
とう

 寿
ひさ

光
てる

 さん 介護支援専門員　井
いの

上
うえ

 まゆみ さん
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〈職員〉
平成18年４月に福岡県介護保険広域連合粕屋支部内に、６
町（須恵・宇美・志免・篠栗・久山・新宮）合同で設置さ
れました。
平成24年４月には各町に設置され、町直営で運営すること
になりました。令和元年10月からは、社会福祉協議会へ委
託されています。
平成30年６月議会の一般質問で、町長から社会福祉協議会
への委託の意向があり、設置準備のため、令和元年５月～
９月に福祉センターの改修工事を行いました。

〈センター長〉
地域包括支援センターは、保健師や社会福祉士、主任介護
支援専門員を置く必要があります。現在、専門の職員８人
体制で支援を行っています。
センター長としては、センターの事務を掌

しょうり

理し、担当職員
の指揮監

かん

督
とく

を行っています。

〈管理者〉
管理者として、センターや業務の管理を行い、担当職員に
必要な指揮命令を行っています。
保健師や社会福祉士、主任介護支援専門員は、連携を取り
ながら総合的に高齢者を支援しています。介護支援専門員
は、保健師や社会福祉士などの国家資格を有する者で、介
護予防の視点で高齢者を支援しています。

〈職員〉
地域住民の心身の健康の保持および生活の安定のために必
要な援助を行うことにより、保健医療の向上および福祉の
増進を包括的に支援することが目的です。

〈職員〉
総合相談支援事業では、地域での関係者とのネットワーク
を構築するとともに、高齢者に関するさまざまな相談を受
け、適切な機関・制度・サービスにつなぎます。
令和３年度と４年度は、電話での相談を含め年間2,000件
程の相談がありました。現在、相談室が足りないため部屋

特 集 議会×須恵町地域包
ほ う

括
か つ

支援センター  座談会
高齢者の相談窓口

地域包括支援センターの声を聴きました
地域包括支援センターは、高齢者やその家族からの相談（介護保険・認知症・介護予防・成年後見・消費者被害・虐

ぎゃくたい

待な
ど）に応じ、いつまでも住み慣れた須恵町で暮らせるように支援を行う相談窓口です。
営業日は、平日（月曜日～金曜日）の午前８時30分～午後５時15分です。（相談は無料）

歴史は？
センター設置までの流れを教えてください

組織の体制は？
体制・役割について教えてください

活動の目的は？
活動の目的は何ですか

活動内容は？
どのような活動をしていますか

第18回

認知症事業の担当をしています。
心配なことがあれば、早い段階
からでも、気軽に地域包括支援
センターへ相談してください。
認知症サポーター養成講座は、
出張での対応も可能です。

高齢者の方が少しでも自立した生活
を送ることができるように支援をし
ています。自宅で自分らしい生活を
されているのを見ると、支援をして
良かったと思います。

認知症サポーター養成講座を受講された
人たちが、センターへ会いに来たり話し
をしに来てくれたりするので、すごく嬉

うれ

しいです。気軽に相談できる場所がある
ことを、広く町民に知っていただけるよ
う、努力を重ねていきたいです。

センター長（社会福祉協議会事務局長を兼務）
小
こ

林
ばやし

 はつみ さん
管理者（主任介護支援専門員を兼務）

德
とく

満
みつ

 夕
ゆ

美
み

子
こ

 さん
保健師（認知症地域支援推進員を兼務）

小
こ

林
ばやし

 めぐ美
み

 さん
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須
恵
町
お
よ
び
福
岡
都
市
圏
の

水
道
施
設
に
つ
い
て

委員会レポート

 

視
察
の
目
的

　
安
定
し
て
供
給
さ
れ
て
い
る
須
恵
町

の
水
道
水
に
つ
い
て
、
ま
た
福
岡
都
市

圏
の
水
道
水
が
、
ど
の
よ
う
に
供
給
さ

れ
て
い
る
か
を
視
察
し
ま
し
た
。

  

海
水
淡
水
化
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て

　
福
岡
都
市
圏
は
、
圏
内
の
需
要
を
満

た
す
河
川
に
恵
ま
れ
ず
、
筑
後
川
水
系

の
水
に
依い

存ぞ
ん

し
て
い
ま
す
。

　
水
道
水
の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
、

海
水
か
ら
真
水
を
作
る
為
の
設
備
と
し

て
、
海
水
淡
水
化
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し

ま
し
た
。
高
い
技
術
を
有
す
る
こ
の
施

設
は
大
変
重
要
で
す
。
浸し

ん

透と
う

取
水
方
式

を
採
用
し
て
、
清
澄
な
海
水
を
安
定
的

に
取
水
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
今
後
、

逆
浸
透
の
原
理
を
利
用
し
、
タ
ー
ビ
ン

を
回
転
さ
せ
発
電
す
る
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

  

須
恵
町
水
道
施
設
に 

つ
い
て

　
須
恵
町
の
水
源
と
し
て
、
須
恵
ダ
ム
、

中
柱
田
貯
水
池
、
男
鳥
池
が
あ
り
、
導

水
管
で
第
二
浄
水
場
、
佐
谷
浄
水
場
に

そ
れ
ぞ
れ
原
水
が
送
ら
れ
ま
す
。
各
浄

水
場
で
は
、
原
水
の
水
質
が
良
く
濁だ

く

度ど

も
低
い
こ
と
か
ら
、
須
恵
町
は
緩
速
ろ

過
方
式
を
採
用
し
、
安
定
し
た
水
の
供

給
に
努
め
て
い
ま
す
。

 

視
察
を
終
え
て

　
水
は
、
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

必
需
品
で
す
。
今
回
の
視
察
で
、
日
々

安
定
し
た
水
を
供
給
で
き
る
よ
う
設
備

を
整
え
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
い
、
施

設
で
従
事
さ
れ
て
い
る
多
く
の
方
に
支

え
ら
れ
て
い
る
と
新
た
め
て
痛
感
し
ま

し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
水

を
大
切
に
使
い
た
い
も
の
で
す
。

佐谷浄水場を視察

水の濁度の説明を受ける

まみずピアを視察

偶然にも見学者8万人を達成

総務建設産業委員会 令和５年11月10日
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石
狩
市
で
は
手
話
を
福
祉
の
観
点
か

ら
で
は
な
く
、
普
段
私
た
ち
が
使
う
言

語
と
同
じ
と
考
え
、
「
ろ
う
者
も
健
常

者
と
同
じ
よ
う
に
普
段
使
う
言
語
で
普

通
に
生
活
で
き
る
、
そ
し
て
市
民
も
言

語
的
少
数
者
の
事
を
理
解
す
る
た
め
」

を
目
的
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

と
し
て
の
手
話
言
語
条
例
制
定
で
し
た
。

　
全
国
平
均
の
0
・
27
％
を
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
2８
年
授じ

ゅ

産さ
ん

施
設

（
身
体
・
知
的
障
が
い
者
の
働
く
場
を

提
供
す
る
施
設
）
を
創
設
し
て
か
ら
70

年
障
が
い
者
と
共
生
し
て
き
た
町
で
す
。

町
の
ろ
う
者
の
為
に
条
例
が
必
要
だ
と

の
機
運
が
高
ま
り
自
然
な
流
れ
で
出
来

た
条
例
で
し
た
。

約
５
万
８
千
人
の
市
民
に
占
め
る
ろ
う

者
の
割
合
は
0
・
56
％
の
約
３
３
０
人

で
す
。

　
約
5
５
０
０
人
の
町
民
に
占
め
る
ろ

う
者
の
割
合
は
3
・
3
％
の
約
１
８
０

人
で
す
。

委員会レポート 文教厚生委員会

　
日
本
で
最
初
の
条
例
制
定
実
施
の
市
・
町
で
あ
る
北
海
道
石
狩
市
・
新
得
町
の

制
定
ま
で
の
取
り
組
み
、
そ
の
後
の
取
り
組
み
を
学
ぶ
た
め
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

手
話
言
語
条
例
制
定
に
向
け
て

令
和
５
年
10
月
18
日
（
水
）

石
狩
市
を
視
察

「
手
話
は
手
段
で
は
な
く

�

言
語
で
あ
る
」

令
和
５
年
10
月
19
日
（
木
）

新
得
町
を
視
察

「
70
年
の
歴
史
・

�

障
が
い
者
と
共
生
の
町
」

石狩市視察中

石狩市役所にて

新得町視察中新得町役場にて

※�
須
恵
町
の
ろ
う
者
の
割
合
は
、
町
民

約
２
万
９
3
0
0
人
の
0
・
39
％
の

約
1
1
5
人
で
す
。

 

視
察
を
終
え
て

　
石
狩
市
と
新
得
町
で
は
条
例
制
定
ま

で
の
流
れ
が
大
き
く
違
い
ま
し
た
。
石

狩
市
は
、
ろ
う
者
側
（
福
祉
の
観
点
）

か
ら
で
は
な
く
市
民
全
員
が
言
語
少
数

者
を
理
解
す
る
た
め
の
、
ま
ち
づ
く
り

条
例
と
し
て
制
定
し
ま
し
た
。
そ
れ
に

対
し
、
新
得
町
は
、
町
民
の
約
3
％
以

上
を
占
め
る
ろ
う
者
の
た
め
に
、
長
年

共
生
し
て
い
く
う
ち
に
自
然
の
流
れ
で

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
須
恵
町
で
は
、
ろ
う
者
は
少
数
派
で

す
。
今
後
条
例
を
制
定
す
る
の
で
あ
れ

ば
石
狩
市
で
の
視
察
を
参
考
に
し
て
い

く
方
が
自
然
な
の
か
な
と
考
え
ま
し
た
。

　
し
か
し
条
例
制
定
に
あ
た
っ
て
は
、

我
々
議
員
の
一
人
一
人
が
地
域
の
福
祉

の
輪
に
入
っ
て
や
る
べ
き
こ
と
、
知
る

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は
そ
の

こ
と
か
ら
実
践
し
て
い
き
、
町
全
体
の

機
運
が
高
ま
っ
て
き
た
時
が
条
例
制
定

に
向
け
て
の
良
い
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
と
思

い
ま
し
た
。

令和５年10月18日・19日
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予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
の
審
査
方

法
及
び
事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
着
眼
点
で
審
査
し
て
い
る
か
、

議
会
と
し
て
特
に
重
点
を
置
い
て
い
る

と
こ
ろ
な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
大
磯
町
で
は
、
審
査
に
お
け
る
事
務

事
業
評
価
の
活
用
な
ど
活
発
な
質
疑
、

議
論
、
運
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
ざ
ま
な
議
会
改
革
の
取
り
組
み
を
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
に
お
け
る

審
査
方
法
の
着
眼
点
や
議
会
と
し
て
、

執
行
部
に
ど
の
よ
う
な
資
料
を
要
求
し

て
い
る
か
な
ど
を
伺う

か
が

い
ま
し
た
。

　
開
成
町
で
は
、
日
曜
議
会
、
議
場
の

利
活
用
、
こ
ど
も
議
会
の
開
催
、
通
年

議
会
、
一
般
質
問
の
予
告
動
画
、
議
会

専
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
な
ど
、
さ

 

視
察
を
終
え
て

　
大
磯
町
と
開
成
町
で
は
、
議
会
改
革

を
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

大
磯
町
で
は
議
会
改
革
に
力
を
入
れ
て

き
た
こ
と
に
よ
り
、
活
発
な
議
論
が
な

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
開
成
町
の
通
年
議

会
・
日
曜
議
会
・
議
会
報
告
会
な
ど
の

改
革
も
、
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　
須
恵
町
で
も
、
課
題
解
決
に
向
け
て
、

問
題
意
識
を
持
ち
、
審
議
の
充
実
・
向

上
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

委員会レポート 議会運営委員会

議
会
改
革
の
取
り
組
み

令
和
５
年
11
月
14
日
（
火
）

開
成
町
を
視
察

大磯町議場にて

大磯町視察中

開成町議場にて 開成町視察中

令
和
５
年
11
月
13
日
（
月
）

大
磯
町
を
視
察

開成町議会のホームページ

令和５年11月13日・14日
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は
じ
め
に

　
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担に

な

う
議
会
に
は
、

執
行
機
関
に
対
す
る
監
視
機
能
、
議
事
機

関
と
し
て
の
政
策
形
成
機
能
、
お
よ
び
町

政
の
最
終
決
定
機
関
と
し
て
の
議
決
責
任

が
存
在
し
ま
す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
町
民

に
対
し
て
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　
当
委
員
会
は
、
議
会
運
営
委
員
会
か
ら

議
会
改
革
の
事
務
を
引
き
継
ぎ
、
よ
り
的

確
に
議
会
の
機
能
を
発
揮
し
て
い
く
た
め
、

議
会
運
営
の
あ
り
方
や
議
員
規
範
の
見
直

し
お
よ
び
活
性
化
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

②
決
算
審
査
の
機
能
向
上
に
つ
い
て

③
日
曜
議
会
の
開
催
に
つ
い
て

④
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

⑤
通
年
議
会
に
つ
い
て

⑥
議
会
だ
よ
り
の
配
布
方
式
に
つ
い
て

　
こ
れ
ら
を
、
他
自
治
体
議
会
の
先
進

事
例
に
も
学
び
な
が
ら
、
議
論
を
深
め

て
い
き
ま
す
。

　
そ
し
て
、
議
員
の
資
質
向
上
の
た
め
、

議
員
規
範
に
係
る
事
項
を
整
理
・
議
論

し
な
が
ら
、
集
大
成
と
し
て

⑦
議
会
基
本
条
例
の
制
定
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

  

こ
れ
ま
で
の
議
会
改
革

（
主
な
も
の
）

　
当
町
議
会
は
、
近
年
も
さ
ま
ざ
ま
な

議
会
改
革
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

平
成
30
年
５
月

　�

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
議
会
に
移
行
（
タ
ブ

レ
ッ
ト
化
）

令
和
４
年
３
月

　�

長
期
欠
席
議
員
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
条
例
を
制
定

令
和
４
年
３
月

　�

議
員
定
数
を
１3
に
削
減

令
和
５
年
９
月

　�

本
会
議
の
映
像
配
信
（
ラ
イ
ブ
・
録

画
）

 

今
後
の
取
り
組
み

　
こ
の
と
こ
ろ
全
国
の
町
村
議
会
は
、

課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
報
道
な
ど

で
も
話
題
に
な
る
の
は
、
議
員
の
な
り

手
不
足
、
若
手
・
女
性
の
比
率
、
不
祥

事
の
頻ひ

ん

発ぱ
つ

、
低
調
な
議
論
、
執
行
部
へ

の
追つ

い

随ず
い

、
町
民
と
の
遊ゆ

う

離り

な
ど
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
こ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
、

近
い
将
来
も
し
く
は
現
時
点
に
お
い
て

も
須
恵
町
が
直
面
す
る
課
題
で
す
。
こ

の
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、
議
会

か
ら
改
革
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
議
会
運
営
に
つ
き
、
審
査

機
能
を
高
め
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

町
民
の
皆
さ
ま
へ
の
発
信
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
主
に
、
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
進
め

ま
す
。

①
予
算
審
査
（
当
初
・
補
正
）
の
機
能

向
上
に
つ
い
て

令
和
５
年
12
月

　�

一
般
質
問
を
一
問
一
答
方
式
に

委員会レポート 議会改革調査特別委員会

　
こ
れ
ま
で
、
議
会
運
営
委
員
会
の
中
で
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

幅
広
い
意
見
を
交
わ
し
な
が
ら
改
革
を
推
進
す
る
た
め
に
、
新
た
に
９
月
定
例
会

に
お
い
て
「
議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

議
会
改
革
を
引
き
継
い
で

タブレットの活用について他議会が視察来庁映像配信は町のホームページから

委
員
長

　
男
澤
　
一
夫

副
委
員
長

　
田
ノ
上
　
真

委
員
　
今
村
　
桂
子

委
員
　
百
田
　
輝
子

委
員
　
稲
永
　
辰
己

委
員
　
白
水
　
春
夫

委
員
　
平
山
　
　
諭

特別

令和５年12月5日
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　市町村議会議員特別セミナーに参加し、４
名の講師による講演を聴かせてもらいました。
　特に考えさせられたのは、「議員に求めら
れる役割」という内容です。
　『開かれた議会は正しい考え方ではあるが、
ただ扉を開いても誰も入って来ない。議員が
想像しているよりも町民は議会を知ることが
できず理解できていない。
　そのため議員の役割として、町民が参加で

きる議会との討論の場をつくるなど、議会を
知ってもらう努力をすることで町政への関心
も強くなり、地域の情報も幅広く獲得できま
す。質問・質疑も町の発展のため説得力のあ
る内容になっていく』とのことでした。
　講演内容をしっかりと念頭に置き、安全安
心に暮らせる町づくりに貢

こう

献
けん

できるよう日々
臨
のぞ

んでまいります。

　令和５年10月31日（火）熊本城
ホールにおいて開催された表題の
大会に、須恵町議会からも10名が
参加しました。
　大会は、開会行事の後、基調講
演、事例発表、大会決議を採択し
て閉会との運びでした。
　決議を要約すると、「森林は、
木材の供給のみならず、国土の保
全、水源の涵

かん

養
よう

、地球温暖化の防
止、生物多様性の保全等の多面的
な機能の発揮を通じて、我々の日
常生活にさまざまな恵みをもたら
している。
　森林資源の活用、木材利用の促

そく

　基調講演は、武蔵野美術大学教
授の若杉浩一氏。事例発表は、地
元企業の川原剛氏。それぞれ貴重
なお話でした。
　須恵町の森林は、産業としての
活用よりも、防災目的の治

ち

山
さん

治水
を第一に施策されています。それ
とともに、多角的な役割を持つ森
林を大切にしていくことは重要で
す。議会としても、森林の可能性
について学び、活かしていきたい
との思いです。

進
しん

や新たな分野での木材利用を進
める必要がある。自然災害の激

げき

甚
じん

化・頻
ひん

発
ぱつ

化する中で森林の整備・
保全はもとより、流域治

ち

水
すい

の取り
組みと連携した山地災害の防止、
被災地の早期復旧、そして防災減
災対策や災害に強い健全な森林整
備を行う必要がある。
　森林・林業・林産業およびこれ
を担

にな

う山村地域の活性化に向けた
取組みを一層強化するため、『森
林・林業・林産業活性化九州大
会』を開催し、６つの事業を推進
していくことを決議する。」とい
うものです。

　全国市町村国際文化研修所で、２日間にわ
たり講義を受けました。その中で印象に残っ
たのが、「今こそコロナ期の振り返りを」と
いう事です。記憶が明確なうちに次への「備
え」が必要であり、そうする事で、今後も起
こり得るパンデミックや自然災害におけるリ
スクの予測と対策が町民を守ることに繋

つな

がる
と強く感じました。

　３日目は国会議事堂で参議院予算委員会の
質疑の様子を傍

ぼうちょう

聴いたしました。議事堂内の
格式ある雰囲気や、閣僚や議員の方々の真剣
な姿勢に触れる貴重な機会となりました。
　今回の３日間で学んだ多くの事をしっかり
活かし、一歩一歩成長していけるよう、より
一層精進して参りたいと思います。

令和５年１０月３０日～１１月１日 ◦全国市町村国際文化研修所（滋賀県）市町村議会議員特別セミナーを受講
◦国会議事堂（東京都）を視察

新任議員管外視察研修レポート

林活研修レポート

須恵町議会では、新任議員が議会活動を進めるうえで、期待される役割を十分に果たすために
必要な知識を身につけることを目的として、新任議員管外視察研修を実施しています。

「森林・林業・林産業活性化九州大会」に参加しました。

議員に求められる役割議員に求められる役割

より一層より一層精精
しょう

進進
じん

川
かわ

原
はら

�幸
ゆき

治
はる

�議員

平
ひら

山
やま

�諭
さとし

�議員
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　一般質問は、議員が、町の一
般事務に対してその執行の状況
または将来の方針、政策的提言
や行政の課題などを町長などの
執行機関に直接質

ただ

すことです。
　政策・制度に内包されている
問題点についての争点を発見し、

議論によってそれを「よい」状
態にすることにあります。
　全国町村議会議長会より発行
された「議員必

ひっ

携
けい

」という書籍
には、議員にとって最もはなや
かで意義ある発言の場と記され
ています。
　当議会では、この一般質問を
「一

いっ

括
かつ

質問一括答弁方式」で長
年行ってきましたが、住民の皆
様の目線に立ち、質問と答弁が
一体となり、よりわかりやすい
とされる「一問一答方式」に変
更いたしました。同時に一般質
問の「質」の向上が必要となる
方式です。
　今回の12月定例会で、初めて
この「一問一答方式」で行いま
したが、課題もいくつか見えて

きました。各議員が、しっかり
としたデータや証言を調べて分
析し、その事実から言えること
を主張することが重要です。一
般質問がよくなれば、議会もよ
り良い方向へと向かっていくに
違いありません。
　ぜひ、新しい方式での一般質
問を、議場にて傍聴またはイン
ターネットからのライブ配信を
ご覧ください。

松山 力弥  議長

議長通信

一般質問の見直し

次の定例議会は
３月１日からの予定です。

本会議は一般に公開されており、
簡単な手続きで傍聴することが
できます。傍聴を希望される人
は、本会議当日に役場４階議会
事務局の窓口にお越しください。
（予約不要）

議会を

生でみて

みよう！

　次回の定例会は、３月１日からの予定となっています。工事期
間中は、エレベーターの利用ができませんので、ご注意ください。
　ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をよろしくお願いい
たします。
※�本会議当日は、インターネットにてライブ配信も
　行っていますので、ぜひご覧ください。

ご来庁の際はご注意ください！

庁舎エレベーターの改修工事が行われます

【工事期間】令和６年２月１6日～３月中旬（予定）

映像配信 会議録
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